
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会改革 通年議会の導入についてなど 9項目について結論 

枚方市議会では、さらなる議会改革の取り組みを進めるため、昨年度に議会改革調査特別委員会を設置しま

した。昨年度末には、議員定数を次回選挙から 2 人削減し 32 人とすることや、議員報酬の暫定 6％減額、市議

会議員として兼職する審議会などの委員報酬を不支給にするなどの成果を出すことができました。 

さらに昨年 12 月には、議会の機能強化につながる以下の項目について一定の結論を得え、中間報告として取

りまとめました。今後は、来年度に予定している議会基本条例の策定作業の中でさらに協議を進めていきます。 

①決算特別委員会に事業仕分けの機能を持たせることについて、②常任委員会に予算・決算審査機能を持たせ

ることについて、③反問権の付与について、④通年議会について、⑤議決事件の拡大について、⑥議長の任期

及び選出方法について、⑦議員間討議について、⑧市長による政策形成過程の説明努力を求めることについて、

⑨陳情、請願の取り扱いについて 

 
＜解説＞今回、一定の結論を出すことができた 9項目の中には「通年議会について」も含まれていま 

す。通年議会とは、定例会の会期を１年とし、閉会期間をなくすというものです。委員会では、通年 

議会の導入について前向きな意見が大勢でしたが「一事不再議の考え方について」や「専決処分の在 

り方について」など、導入に伴う課題について協議した結果、議会基本条例に明確に位置付けた上で、

同条例の施行時期に合わせて導入することで意見が一致しました。通年議会が導入されれば、災害時における緊

急対応など、必要に応じて議会側が主体的、機動的に本会議などを開くことができるとともに、本来であれば議

会議決が必要な条例の制定・改廃等について、専決処分（特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がな

い場合に市長だけで決定できる制度）の乱発を防ぎ、議会の監視機能を十分に発揮することも可能となります。

議会の機能強化のためにも、今後、他の改革と併せて通年議会の導入に向けても議会で協議を進めていきます。 

 

 

 

 

 

私の議員活動の詳細については「かじや知宏のホームページ」をご覧ください 

「ツイッター」「フェイス

ブック」でもページを開設

しています。 

携帯電話からブログをご覧になれます→ 

時代に合わなくなった政治・行政の仕組みを改革するため 

「税金の流れの透明化」「ムダの排除」「既得権の見直し」に全力で取り組みます 


